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カバーストーリ 

ピースロードとユーラシア平和インフラ構想 
 

ピースロードが東北アジア平和の原動力だ/ﾁｮﾝ･ﾃｲｸ 

私の考えは/ﾊﾝ･ﾁｮﾝﾏﾝ 

韓国、南･北･ロシア３角協力に積極参与を 

人物探訪/ﾊﾟｸ･ｷｮﾝﾌﾞ 

“韓日トンネル建設 10年以内に本格的に議論される” 
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32 私の考えは / 韓国、南･北･ﾛｼｱ三角協力に

積極関与を / ﾊﾝ･ｼﾞｮﾝﾏﾝ 

34 紙上中継Ⅰ / 若者よ!統一後を準備しよう

/ ｱﾝ･ﾁｬﾝｲﾙ 

39 紙上中継Ⅱ/ 中国はＧ１になるには北朝鮮

の肩を持ってはならない / ﾁｮﾝ･ｸﾞﾆｮﾝ 

44 特別寄稿/ 高麗人移住 150 周年･･･平和統

一の道開放  / ﾁｮﾝ･ﾃｲｸ 

48 NEWS & ISSUE / 韓中の間を列車ﾌｪﾘｰで結ぶ

‘黄海ｼﾙｸﾛｰﾄﾞｴｸｽﾌﾟﾚｽ’7年で現実に 

ｺﾚｲﾙのﾁｪ･ﾖﾈ社長“大陸鉄道時代”に備え

ｵ・ｺﾞﾄﾞﾝ前海洋水産部長官が釜山大学の

碩座教授に 

50 発行人の手紙 / “ﾋﾟｰｽﾛｰﾄﾞは地球村一家族

を結ぶ道”  / ｷﾑ･ﾋﾞｮﾝｽ 

  

疎通と連結による地球村一家族時代が目前の現実として迫り来ているが、ユーラ

シアの中心国家である南北韓と日本は理念と歴史問題に遮られ、域内の平和イン
フラ構築に大きく踏み出すことができないでいる。写真は白頭山の天池が凍り雪
が積もるなか、中国経由で登ってきた韓国の観光客が統一を祈願して歩く姿。 

ｶﾊﾞｰｽﾄｰﾘｰ ﾋﾟｰｽﾛｰﾄﾞとﾕｰﾗｼｱ平和ｲﾝﾌﾗ構想 

06 ﾋﾟｰｽﾛｰﾄﾞは東北ｱｼﾞｱ平和の原動力だ 

 / ﾁｮﾝ･ﾃｲｸ 

11 習近平のｼﾙｸﾛｰﾄﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに 韓国も関心を 

  / ﾎﾝ･ｲﾝﾋﾟｮ 

16 韓日ﾄﾝﾈﾙは葛藤の克服･和解協力の象徴 

/ ｶﾝ･ﾃﾞﾐﾝ 

21 韓日ﾄﾝﾈﾙを 夢から現実としよう 

 / 永野慎一郎 

26 人物探訪 / 韓日ﾄﾝﾈﾙ建設の伝道師 ﾊﾟｸ･ｷｮﾝﾌﾞ

“韓日ﾄﾝﾈﾙ建設 10年以内に本格的議論” 

 

 


